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 世界200社以上の企業のCEOが主導する企業団体。
本部はスイス・ジュネーブ

 株主、環境および社会に対し最大の効果を挙げる事
に焦点を当てることにより、会員企業の成功と持続可
能な成長を実現に貢献する事を狙いとする

 会員企業は全ビジネスセクターから参加しており、会
員企業の総収入は8.5兆ドル以上、総従業員数は
19百万人以上

 1990年に発足したBCSD(Business Council for
Sustainable Development)を起源とし、1995年に
WISE(World Industry Council for the
Environment)と統合
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 SDGアジェンダの実現に向け、化学セクターの潜在力
を理解・特定し、イノベーションを促進させることを目的
とした約1年間のプロジェクト。

 ロードマップは、化学セクターがSDGに最も影響を及
ぼす領域を特定し、その影響を加速、最適化するた
めの重要な機会と経路を記している。また、行動のた
めのビジネスケースを提示している。
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https://www.wbcsd.org/Programs/People/Sustainable-Development-Goals/Resources/Chemical-Sector-SDG-Roadmap
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Business-Case for Sustainability & SDGs

ERM's SDG Global Business Case 5

「持続可能な開発目標CEO向けガイド」より



ロードマップ・メソドロジー



www.erm.com

Step 1. 化学セクターの現在位置の把握
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調査、インタビュー、 対面ワークショッ
プにより、以下4点を実施
 化学セクターのバリューチェーンと
各SDGの関わりについての調査

 化学セクターの現状における各
目標に対するプラスとマイナスの
影響の特定

 各目標に影響を与えうる、化学
セクターの未着手の潜在性、及
び事業価値を創造するための機
会につながる潜在性の評価

 セクターの優先事項を理解する
ためのSDGsのマテリアリティ・ マ
トリックスへのマッピング

 10のSDGsが優先付けられた
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Step 2. セクターが最大の影響力を及ぼす事ができる機会の特定
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 優先付けされた目標に影響を及ぼ
す最も重要な機会を特定するため
に、構造化プロセスが採用された

 特定された機会は、5つの主要な
テーマ（食料、水、人々と健康、
エネルギー、インフラと都市）に分
類された。これら5つのテーマは、セ
クターの影響の範囲が幅広いことを
強調している。

 これらの機会に関連する分野横断
的な要因も特定されたー人権、低
炭素経済、循環性、デジタル化

 これらの機会は、製品、製造プロセ
ス、パートナーシップのいずれかにお
けるイノベーションに関連しており、
幅広く分類されている

 全部で18の機会が特定された
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• 持続可能で健康
的な食料供給へ
の貢献

• 食品廃棄を防ぐ食
品包装材への変
革

• 栄養不足を脱却
する食品添加物へ
の変革

• 水道配管及び水
システムのレジリエ
ンスを高める

• 研究開発に焦点
を当てた都市部の
水処理能力改善

• ウォータースチュ
ワードシップの促進

• バリューチェーンを
通じた海洋水課
題への対応（海
洋プラスチック含
む）

• 健康と人々へのプ
ラス影響をもたらす
製品を含むポート
ホリオへの変換

• 人々への操業にお
ける影響を低減

• 国際的な化学産
業における科学技
術のキャパシティビ
ルディング

• 下流セクターのエネ
ルギー効率改善

• インフラを含む再生
可能エネルギーの
生産及び蓄積

• 自社プロセスのエ
ネルギー効率改善

• 代替製造プロセス
等の技術革新

• 製造時の再生可
能エネルギー利用
比率の増大及びエ
ネルギー技術革新

• 都市部の貧困層
の生活改善を図り、
持続可能な都市
を実現するマルチ
ステークホルダーと
の協同

• 産業共生による便
益の実現

• レジリエンスを促進
するための製造設
備の強化
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Step 3. 影響力を及ぼす事ができる機会への行動！
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 ロードマップは、それぞれの機会を実現さ
せるための”impact pathways”と呼ばれ
る、短期的、中期的、長期的なアク
ションを特定し、着実なSDGの進展を
可能にするために化学セクター及び他の
セクターを動機付けるものである。

 これらの”impact pathways” は、化学
セクター企業及び業界団体の専門家
が参加したワーキング・セッションにおいて、
それぞれの5つのテーマについて、計画実
行や展開における障壁や解決策などを
深く掘り下げて検討され、決定された。

 厳しいスクリーニングプロセスを経たア
クションプランは、１つまたはそれ以上
の、優先付けられたSDGs達成の可能
性を高める。また、これらのアクションは
化学セクターによって実施されるか、1つ
の重要なステークホルダーとしての化学
セクターと共に実施される。
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11.下流セクターの
エネルギー効率改
善

14.代替製造プロ
セス等の技術革
新

製品
イノベーショ
ン

製造プロセ
ス
イノベーショ
ン

顧客、同業他社、
地方政府

化学セクター同業
他社、スタートアップ
エネルギーセクター、
政府

川下での省エネルギーを行う
上で、最も潜在性の高い技
術及び製品の展開を進めるた
めに、顧客（特に輸送、建設、
包装材）と協同する。

CCU&CCS, 電力セクターに
よるのエネルギー転換踏まえた
製造プロセスの電化、低炭素
な水素製造や地熱発電など、
初期段階の官民共同のパー
トナーシップで取組む



SDGの実現に向けたステップ :
化学会社における3ステップアプローチ
SDG成熟度曲線
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化学会社における3ステップアプローチ

ERMは、サステナビリティへの取り組みに対し、異なる意欲と成熟レベルにある企業が、それぞれのレベルに適した形で
SDGの実現に貢献していけるよう、その機会を確認し、実践するための3ステップアプローチを展開。WBCSDが確かな手
法として各セクター向けに発表したSDGセクターロードマップの作成をサポートすることで貢献。
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1. SDG診断 2. ビジネスソリューション 3. アクション･プラン

目標 バリューチェーンでSDGsに貢献する可能
性のあるビジネスおよび共通の価値観を
理解する。

SDGsの実現に貢献することでプラスの影
響を高め、マイナスの影響を縮小し、かつ、
利益を生みだすことが可能となる革新的
なビジネスソリューションを明確にする。

SDGsを企業戦略に組み込み、独立した
実行計画と評価計画を共同で策定する。

外部による
支援

• バリューチェーン･マッピング
• 169あるSDGsターゲットとの関係性を理
解するための診断およびベンチマーキング

• 意欲のレベル、重点的に取り組むべきエ
リア、ターゲットおよびKPIを考慮した企業
戦略へのSDGsの統合

• SDGsの実現に向けた取組みが現場に
与える影響の評価

• 評価、報告、ステークホルダー･エンゲー
ジメント･マネジメント

• リアルタイムにその影響を追跡し、評価す
るためのインフォメーション･ソリューション

成果 • ビジネスへのマイナスの影響を縮小し、プ
ラスの影響を最大限高める事業活動の
機会がマッピングされたマトリックスから
SDGsと目標の優先付けを行う

• SDGsの実現および長期的な事業成長
に貢献するビジネスチャンス（製品、サー
ビス、イニチアチブ、プログラム）の特定

• 操業許可の確保
• レピュテーションの向上
• 新規市場での成長
• 顧客ロイヤルティの確保

確かな手段とリソースによる支援
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未知
SDGsの報告なし

•Ashland
•Axiall

•Celanese
• Ineos

•Lubrizol
•Univar

認知された段階
SDG優先順位付け、
重要性評価の証拠

•Bayer
•Evonik
•Shell

実証的な段階
リスク管理の観点、

SDGsに関する
先取的戦略
•AkzoNobel

•Dow
•DSM

•Sumitomo
•Sanofi
•Solvay

効果的な段階
SDGsについて

重要な影響がある機
会を特定・測定

•BASF
•Roche

•Syngenta

先進的な段階
（破壊的）

SDGsへの積極的取組み
による長期的な競争上の

優位

初期段階
アドホックな取組み、
不明瞭なSDGs戦

略
•Axalta

•Covestro
•Croda

•ExxonMobil
•FMC

•Huntsmans
•Mitsubishi

•PPG
•Sabic

SDG成熟度曲線(化学セクター)
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ワーキンググループ – アクゾノーベル
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2009年以降、当社の幹部社員の長期
的なインセンティブが、アクゾノーベルの
DJSI（ダウ・ジョーンズ・サスティナビリ
ティ・インデックス）に関連づけられている。

アクゾノーベルにとって、持続可能性は、全てのステークホルダーに長期的な価値を提
供することである。持続可能性は、目的及びブランド、核となる原則及び社員の価値
提案を支持する。持続可能性は、成長、革新、生産性の原動力である。

事業における説明責任は、各ビジネス
リーダー、また、マネジメントチームの責
任者に拠っている。

当社は、全社員が個人目標及び報酬に対する責任を含む、より持続可能なビジネ
スに確実に貢献できるようにしている。

当社は、2018年以降、全社員の個人的な目標及びインセン
ティブに持続可能性を含めている
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未知
 SDGs重要性評
価の実施

 既存オペレーショ
ンの位置づけ

 改善に向けた目
標の設定

認知された段階
 SDGsへの影響を
包括的に理解す
るためのギャップ分
析

 定量化できる目
標の設定

 SDGsに関する影
響についての報告

 プラスおよびマイナ
スの影響の開示

 影響力を最大化
するための他社と
の提携

実証的な段階
 取り組んでいる

SDGsの適切性
を確認するための
ギャップ分析

 ケーススタディーに
関する報告から定
量化できる影響
力に関する報告
への移行

 プラスおよびマイナ
スの影響の開示

 影響力を最大化
するための他社と
の提携

 中 核 事 業 と
SDGsの目的が
合致するよう’ライ
フサイクルにおける
資本コスト‘を使
用

効果的な段階
 取り組んでいる

SDGsの適切性
を確認するため、
重要性を定期的
に再評価

 ターゲットが野心
的なものでなくなっ
た際の見直し

 改革を促進し、業
界の期待値を設
定するための他社
との提携

 投資決定をする
際にはライフサイク
ルを考慮した資本
コストを組み込む

先駆的な段階
 対応が遅れがちな競合
他社との間でトップに立
つため、先発者としての
優位性を活用

初期段階
 影響力がより大き
くなるSDGsの優
先順位づけ

 定量化できる目
標の設定

 SDGsに関する影
響についての報告

 影響力を最大化
するための他社と
の提携

SDG成熟度の向上に向けて



The business of sustainability

西 利道
パートナー
イー･アール･エム日本株式会社
toshimichi.nishi@erm.com
045-640-3785


